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虹
の
か
け
は
し

▼
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
０
２

５
年
の
病
床
の
必
要
量
を
機
能
（
高
度
急
性

期
・
急
性
期
・
回
復
期
・
慢
性
期
）
ご
と
に

推
計
し
策
定
し
た
も
の
を『
地
域
医
療
構
想
』

と
い
う
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
効
率
的
な

医
療
提
供
体
制
の
た
め
と
掲
げ
る
が
、
病
床

削
減
の
目
標
設
定
や
補
助
金
支
給
な
ど
を
通

し
て
、
医
療
費
削
減
の
た
め
の
病
床
削
減
を

促
す
仕
組
み
に
他
な
ら
な
い
。
▼
２
０
１
９

年
5
月
現
在
、
全
国
の
病
床
数
は
約
１
２
３

万
床
、
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
出
さ
れ

た
25
年
の
見
込
み
は
約
１
２
１
万
床
。
一
方

で
国
が
示
す
２
０
２
５
年
の
『
必
要
病
床
』

は
約
１
１
９
万
床
。
う
ち
高
度
急
性
期
・
急

性
期
病
床
は
約
53
万
床
で
、
２
０
１
９
年
現

在
の
73
万
床
か
ら
20
万
床
も
減
ら
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
る
。
国
は
『
病
床
削
減
あ
り
き
』
の

姿
勢
で
、
都
道
府
県
に
病
床
削
減
を
要
請
・

指
導
さ
せ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
を
多

く
受
け
入
れ
た
公
立
・
公
的
病
院
に
も
再
編

統
合
を
求
め
て
お
り
、
４
３
６
病
院
の
対
象

リ
ス
ト
も
撤
回
し
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０

２
０
年
度
、
再
編
補
助
金
に
よ
り
全
国
で
３

４
０
１
床
が
削
減
。
同
予
算
で
は
２
０
２
１

年
度
、
2
倍
超
の
１
９
５
億
円
に
増
額
。
ま

た
２
０
２
１
年
は
、
消
費
税
を
財
源
に
全
額

国
庫
負
担
で
補
助
す
る
法
律
ま
で
成
立
し
て

い
る
。
▼
病
床
数
削
減
に
よ
る
医
療
崩
壊
で

自
宅
療
養
を
強
い
ら
れ
、
救
え
る
い
の
ち
が

救
え
な
い
事
例
が
全
国
で
多
発
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
こ
の
『
自
宅
療
養
』
が
基
本
ス
タ
イ

ル
に
な
り
そ
う
で
怒
り
と
恐
怖
を
感
じ
る
。

（
北
野
田
エ
リ
ア　

北
村
瞳
）

大阪みなみ医療福祉生協の現勢
（2022 年 1月 1日現在）
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昨
年
10
月
末
の
総
選
挙
で
改

憲
派
は
、
改
憲
発
議
に
必
要
な

３
分
の
２
の
議
席
を
手
に
入
れ

ま
し
た
。

岸
田
首
相
は
中
国
や
北
朝
鮮

を
念
頭
に
違
憲
の
「
敵
基
地
攻

撃
の
能
力
の
保
有
」
を
と
な
え
、

歴
代
政
権
が
か
ろ
う
じ
て
維
持

し
て
き
た
防
衛
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
１
％
以
内
の
原
則
を
も
放
棄

し
て
２
%
以
上
を
主
張
す
る
な

ど
、
米
国
を
は
じ
め
欧
米
諸
国

と
の
軍
事
を
強
化
し
、「
戦
争
す

る
国
」
づ
く
り
を
進
め
、
ア
ジ

ア
の
緊
張
を
高
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
道
の
障
害
に
な

る
の
が
憲
法
９
条
な
ど
、
日
本

国
憲
法
の
理
念
で
す
。

改
憲
派
は
次
の
参
議
院
選
挙

を
に
ら
み
な
が
ら
、
９
条
に
自

衛
隊
を
書
き
込
む
こ
と
、
緊
急

事
態
事
項
を
創
設
す
る
こ
と
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
自
民
党
改
憲

４
項
目
案
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

国
会
の
憲
法
審
査
会
で
の
改
憲

案
づ
く
り
を
急
ご
う
と
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
、
国
会
が
改
憲
の

発
議
を
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、

す
べ
て
の
戦
争
に
反
対
し
、
憲

法
を
生
か
し
、
平
和
と
民
主
主

義
、人
権
、環
境
、暮
ら
し・医
療・

公
衆
衛
生
向
上
な
ど
を
実
現
す

る
政
治
を
求
め
ま
す
。
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
!
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
が
呼
び
か
け
る
「
憲
法
改
悪

を
許
さ
な
い
全
国
署
名
」
を
、

５
月
３
日
ま
で
に
３
０
０
０
万

筆
集
め
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま

す
。
そ
し
て
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
改
憲
勢
力
を
３
分
２
以
下

に
す
る
た
め
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
を
進
め
、
憲
法
改
正
の
発

議
を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
憲
法

改
悪
を
許
さ
な
い
声
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
命
と
暮
ら

し
を
守
り
、
安
心
し
て
医
療
・

介
護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
社

会
保
障
を
拡
充
す
る
運
動
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
２
１
年
の
通

常
国
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
病
床
削
減

を
進
め
る
法
案
と
75
歳
以
上
の

医
療
費
窓
口
負
担
２
倍
化
法
案

が
、
自
民
党
・
公
明
党
・
日
本

維
新
の
会
・
国
民
民
主
党
の
賛

成
で
成
立
し
ま
し
た
。

岸
田
首
相
は
、
新
し
い
資
本

主
義
の
実
現
を
目
指
す
と
表
明

し
て
い
ま
す
。
昨
年
末
の
閣
議

で
は
、
今
年
10
月
に
は
75
歳
以

上
の
医
療
費
窓
口
負
担
へ
の
２

割
負
担
を
導
入
し
、
現
役
世
代

の
雇
用
保
険
の
引
き
上
げ
な
ど

を
狙
っ
て
い
ま
す
。

22
年
度
予
算
は
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
は
予
備
費
５
兆
円
を
計
上

し
た
だ
け
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
で
も
病
床
削
減
を
進
め

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
診
療
報

酬
を
０
・
94
％
減
ら
し
た
り
、

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負

担
２
割
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
っ
て
社
会
保
障
費
の
自
然

増
を
２
２
０
０
億
円
も
削
る
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
も
逆
行
す
る
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

灯
油
や
食
料
品
な
ど
の
値
上
げ

が
続
く
中
、
年
金
を
０
・
４
％

削
減
す
る
見
通
し
で
、
さ
ら
に

今
後
も
全
世
代
に
負
担
増
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
医
療
・
介
護
が
ど
う

な
る
か
、
職
場
や
医
療
生
協
の

支
部
・
班
で
学
習
し
、
世
論
と

運
動
・
選
挙
を
通
じ
て
、
新
た

な
暮
ら
し
へ
の
攻
撃
を
跳
ね
返

す
と
と
も
に
、
富
裕
層
と
大
企

業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
社

会
保
障
を
拡
充
す
る
政
治
に
転

換
し
ま
し
ょ
う
。

（
北
野
田
診
療
所　

土
山
博
司
）

憲法を生かして、命と暮らし、
平和を守る政治に転換を
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歳
を
取
っ
て
く
る
と
、
神
経
痛

に
悩
む
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

何
の
前
触
れ
も
な
く
、
突
然
神
経

痛
が
出
て
き
た
と
き
は
注
意
が
必

要
で
す
。
そ
れ
は
帯た

い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
（
ヘ

ル
ペ
ス
）
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
帯

状
疱
疹
は
50
歳
代
か
ら
発
症
率
が

高
く
な
り
、
80
歳
ま
で
に
3
人
に

1
人
の
人
が
罹か

か

り
ま
す
。

　
　
　
　
　

◆

帯
状
疱
疹
は
水
痘
（
水
疱
瘡
）

の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
病

気
で
す
。
水
痘
は
子
ど
も
の
と
き

に
起
こ
る
病
気
で
す
が
、
全
身
に

水
疱
が
で
き
て
1
週
間
ぐ
ら
い
で

「
か
さ
ぶ
た
」に
な
っ
て
治
り
ま
す
。

実
は
こ
の
と
き
の
ウ
イ
ル
ス
は

完
全
に
死
滅
し
て
お
ら
ず
、
三さ

ん

叉さ

神
経
や
脊
髄
神
経
の
根
元
（
神
経

節
）
に
潜
伏
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
高
齢
に
な
っ
て
体
の
抵
抗
力
が

な
く
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
突
然
、

神
経
節
に
沿
っ
た
部
位
の
皮
膚
に

水
疱
を
き
た
し
ま
す
。
三
叉
神
経

に
沿
っ
て
発
症
す
る
と
、
顔
の
片

側
で
、
目
や
耳
の
周
囲
に
水
疱
が

で
き
ま
す
。
脊
髄
神
経
に
沿
っ
て

発
症
す
る
と
、
肩
や
腕
、
胸
や
背

中
、
下
肢
に
も
水
疱
が
で
き
ま
す
。

こ
の
と
き
、
特
徴
的
な
の
は
原
則

と
し
て
体
の
片
側
だ
け
に
発
症
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
（
非
常
に
重

症
の
場
合
は
、
水
疱
は
反
対
側
に

も
広
が
り
ま
す
）。

　
　
　
　
　

◆

帯
状
疱
疹
は
神
経
に
沿
っ
て
発

症
す
る
た
め
、
最
初
は
ピ
リ
ピ
リ

と
し
た
神
経
痛
と
間
違
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
数
日
経
っ
て
水
疱
が

出
現
し
て
、
初
め
て
帯
状
疱
疹

だ
っ
た
と
分
か
り
ま
す
。
水
疱
の

程
度
は
個
人
差
が
あ
り
、
狭
い
範

囲
で
痛
み
も
軽
く
パ
ラ
パ
ラ
と
散

在
す
る
程
度
の
も
の
も
あ
れ
ば
、

広
い
範
囲
で
痛
み
も
強
く
、
水
疱

が
癒ゆ

合ご
う

し
て
、
治
っ
た
後
も
強
い

色
素
沈
着
を
残
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
水
疱
が
消
え
た
あ
と

も
、
頑
固
な
神
経
痛
が
続
く
こ
と

が
あ
り
、
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

治
療
法
は
な
る
べ
く
早
く
に
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
を
服
用
す
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
神
経
痛
の
発
症

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
抗

が
ん
剤
治
療
を
受
け
て
い
る
人
や
、

膠こ
う
げ
ん
び
ょ
う

原
病
な
ど
で
免
疫
抑
制
剤
を
服

用
中
の
人
は
重
症
に
な
り
や
す
い

の
で
、
入
院
し
て
点
滴
治
療
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

◆

帯
状
疱
疹
の
予
防
と
し
て
水
痘

ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

小
児
を
対
象
と
し
て
開
発
さ
れ
た

生
ワ
ク
チ
ン
で
す
が
、
50
歳
以
上

を
対
象
に
２
０
１
６
年
か
ら
帯
状

疱
疹
予
防
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し

た
。
1
回
の
み
の
接
種
で
す
。
ア

メ
リ
カ
の
調
査
で
は
、
同
ワ
ク
チ

ン
に
よ
り
帯
状
疱
疹
の
発
生
率
は

51
・
3
％
に
減
少
し
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
生
ワ
ク
チ
ン
の

た
め
、
抗
が
ん
剤
治
療
や
膠
原
病

な
ど
で
免
疫
を
抑
え
る
治
療
を
し

て
い
る
方
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
ウ
イ
ル
ス
の
表
面
タ
ン

パ
ク
の
一
部
を
抗
原
と
し
た
組
み

換
え
た
ワ
ク
チ
ン
（
サ
ブ
ユ
ニ
ッ

ト
ワ
ク
チ
ン
）
が
イ
ギ
リ
ス
で
開

発
さ
れ
、
昨
年
よ
り
日
本
で
も
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
発

症
予
防
効
果
は
50
歳
以
上
で
97
・

2
％
、
70
歳
以
上
で
89
・
8
％
と

高
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
2
カ
月
を
空
け
て
2
回
接
種

を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
と
、
値

段
が
高
価
な
の
が
難
点
で
す
。
コ

ロ
ナ
な
ど
従
来
の
ワ
ク
チ
ン
と
は

2
週
間
以
上
空
け
れ
ば
接
種
可
能

で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
の

方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
諭
吉
な
ら

　

追
っ
か
け
る
の
に
枯
葉
舞
う

（
岸
和
田
市　

宮
本
真
砂
さ
ん
）

◆
か
た
づ
け
る

　

そ
う
い
い
な
が
ら
か
た
づ
け
ず

（
岸
和
田
市　

ふ
じ
も
と
さ
わ
さ
ん
）

◆
お
ば
チ
ャ
リ
の

　

荷
台
は
ど
れ
も
孫
の
イ
ス

（
岸
和
田
市　

豊
田
佳
代
子
さ
ん
）

◆
年
末
は

　

ポ
ス
ト
の
中
で
競
い
合
う

（
岸
和
田
市　

田
中
富
子
さ
ん
）

◆
美
人
だ
な
あ

　

ず
っ
と
マ
ス
ク
は
そ
の
ま
ま
で

（
岸
和
田
市　

山
本
三
郎
さ
ん
）

◆
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

　

壁
が
い
つ
し
か
透
明
に

（
泉
北
郡
忠
岡
町　

奥
野
千
寿
子
さ
ん
）

◆
変
異
増
え

　

覚
え
る
未
知
の
ギ
リ
シ
ャ
文
字

（
堺
市
東
区　

尾
方
道
代
さ
ん
）

◆
知
ら
な
ん
だ

　

ベ
ー
ブ
ル
ー
ス
も
二
刀
流

（
堺
市
東
区　

尾
方
仁
士
さ
ん
）

◆
六
波
六
波
て

　

古
川
さ
ん
の
こ
と
で
す
か

（
羽
曳
野
市　

塩
見
能
和
さ
ん
）

読
者
の
川
柳

◆
締
切
は　

2
月
28
日

作
品
の
送
り
先
は
10
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
い

じ
ょ
う

ほ
う

し
ん

診

察

室

よ
り

●
堺
北
診
療
所
　
所
長
　

堺
北
診
療
所
　
所
長
　
千
葉
　

千
葉
　 

博博
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●北野田診療所
 〒 599-8124　堺市東区南野田 127
 TEL.072-236-3211　FAX.072-237-4659
●ヘルパーステーション 北野田
 〒 599-8124　堺市東区南野田 127
 TEL.072-236-0126　FAX.072-236-7223
●北野田デイサービスセンター
 〒 599-8124　堺市東区南野田 127
 TEL.072-236-0311　FAX.072-236-7223
●ケアプランセンター北野田
 〒 599-8124　堺市東区南野田 127
 TEL.072-236-7101　FAX.072-236-7223
●狭山みんなの診療所
 〒 589-0022　大阪狭山市西山台 3-4-2
 TEL.072-367-3339　FAX.072-367-7007
●狭山みんなの診療所 在宅ケアセンターゆるーり
 〒 589-0022　大阪狭山市西山台 3-4-2
 TEL.072-367-3599　FAX.072-367-7007
●にじのさと北野田
 〒 599-8124　堺市東区南野田 131-3
 TEL.072-236-1170　FAX.072-236-1160
●訪問看護ステーション ふれあいポート
 〒 599-8124　堺市東区南野田 131-3
 TEL.072-236-3751　FAX.072-236-1160

北野田診療所　診療のご案内　（休診日／日曜日・祝日・年末年始）
受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:30 ～ 11:45 内科 内科 内科 内科

内科
整形外科

内科
循環器特診（第4）

午後
17:00 ～ 19:45

内科
整形外科 休診

内科
皮膚科 休診 内科 休診

高松丈六支部では、新型コロナの感染者数が減
少してきた昨年 11 月、『お楽しみイベント』とし
て「手づくり弁当のお持ち帰り」を企画しました。
以前は「お食事会」や「お茶会」を定期的に開

催していたのですが、全て中止となってしまいま
した。今回開催するにあたっては一昨年同様、感
染対策をしっかりと行い、手づくり弁当を提供することにしました。
事前に機関紙に支部ニュースを折り込み、申し込み方式で募集したところ、

40名の方から申し込みがありました。支部圏内にある「ボチボチ亭」（組合員活
動センター）をお借りして、朝から支部サポーターが調理し、協力者 2名を含
む 8名で弁当の箱詰めをしました。
コロナ禍で外出や外食が制限され、色々な行事が中止される中、友人とともに

会話をしながら会場まで来られることを楽しみにされていた方、公園で友人とお
弁当を食べる方など、みなさんに大
変喜んでいただけました。うれしい
お言葉もいただけて、私たちサポー
ターもつくったかいがありました。
先行き不透明な時節ですが、みな

さんに喜んでいただける企画ができ
るよう、これからも支部サポーター
一同、頑張りたいと思っています。

（支部長　藤井恵子）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
家
に
閉
じ

こ
も
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
高

齢
者
は
フ
レ
イ
ル
に
な
り
が
ち

で
す
。
美
原
支
部
で
は
、
昨
年

5
月
に
行
わ
れ
た
総
会
で
「
み

ん
な
で
助
け
合
い
、
健
康
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ
う
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
❶
1
年
を
通
し

て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
つ
づ
け

る
、
❷
班
会
を
持
つ
、
❸
支
部

主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
美
原

ウ
ォ
ー
ク
」
を
毎
月
開
催
す
る
、

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

6
月
は
河
内
長
野
公
園
（
27

人
参
加
）
で
、
7
月
は
大
仙
公

園
（
28
人
参
加
）、
8
月
・
9

月
は
緊
急
事
態
宣
言
の
た
め
中

止
、
10
月
は
滝
谷
不
動
（
31

人
参
加
）、
11
月
は
錦
織
公
園

（
29
人
参
加
）
で
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
12
月
は
年
末
の
た
め

中
止
に
し
ま
し
た
が
、
今
年
の

1
月
に
は
富
田
林
市
寺
内
町
で

計
画
し
て
い
ま
す
。
下
見
を
必

ず
し
て
、
運
営
委
員
会
で
論
議

し
て
分
担
を
決
め
、
感
染
対
策

と
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
、「
参

加
者
が
助
け
合
っ
て
ウ
ォ
ー
ク

す
る
」
こ
と
を
大
切
に
行
っ
て

い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
み

ん
な
で
歩
く
か
ら
楽
し
い
」「
歩

け
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
友
だ

ち
が
で
き
た
」「
自
然
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
美
原
支
部　

一
塚
正
紘
）

『美原ウォーク』を楽しもう!『美原ウォーク』を楽しもう!みんなで歩くと

楽しいよ！
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堺 エ リ ア

堺北診療所　診療のご案内
時　間 月 火 水 木 金 土

午前
（8:30 ～ 11:30） 千葉 千葉 千葉 川口 （1・3・5）

松瀬 （2・4） 千葉 藤本

午後 往診
千葉

往診
千葉

夜
（18:00 ～ 20:00） 藤本 梁 （1・3・5）

石原 （2・4）
宮部 （1・3）
山口 （2・4・5）

レントゲン撮影
時　間 月 火 水 木 金 土

午前
（8:30 ～ 11:30）

○ ○ ○ ○ ○ ○

夜
（18:00 ～ 20:00）

○ ─ ─ ─ ─ ─

エコー検査
時　間 月 火 水 木 金 土

午前
（8:30 ～ 11:30）

─ ○ ─ ─ ─ ○

夜
（18:00 ～ 20:00）

─ ─ ─ ─ ─ ─

※デイケアは月～土曜の週 6回（土曜日のみ午前中に実施
しています。）
※組合員健診・企業健診・大腸がん検診なども行っています。
※訪問診療・訪問看護も行っています。

詳しくはお気軽にお問合せください
➡ 電話 072-233-6569

昨
年
12
月
18
日
堺
エ
リ
ア
で
は
、

大
阪
民
医
連
南
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
（
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
）
で
『
フ
ー
ド
バ

ン
ク
』
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
開
催

場
所
は
、
耳
原
鳳
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

午
前
10
時
開
始
予
定
で
し
た
が
、

20
名
を
超
え
る
方
が
す
で
に
並
ん
で

お
ら
れ
た
た
め
、
予
定
を
10
分
程
度

早
め
た
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
事
前

に
周
辺
地
域
に
は
案
内
ビ
ラ
を
配
布

し
ま
し
た
が
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
知
っ
て
参
加
し
ま
し
た
」
と
い
う

方
も
多
か
っ
た
の
に
は
、
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。
当
日
は
１
２
０
名
を
超

え
る
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
失
業
・
減
収
・
中
途
退
学
な
ど
、

全
世
代
の
方
に
大
き
な
影
響
が
出
て

い
ま
す
。
一
刻
も
早
く
、
社
会
保
障

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
運
動
を
広
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
、「
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

昨年12月8日メゾンドー
ル堺集会室にて、久しぶり
に『健康班会』を開催しま
した。
以前から行っていた誕生
月訪問で対話をする中で、

「マンションの集会室での骨チェックは、いつするの？」など組合
員さんから声が寄せられていました。当日の参加者は少なかった
のですが、待ちに待っていたというご夫婦が参加され、大変喜ば
れました。今後も定期的に開催し、三宝校区全域で『骨班会』が
行えるよう取り組んでいきます。

『フードバンク』に取り組みました!『フードバンク』に取り組みました!

●堺北診療所
 〒 590-0936　堺市堺区宿屋町東 2丁 1-5
 TEL.072-233-6569　FAX.072-229-6506
●通所リハビリ
 〒 590-0936　堺市堺区宿屋町東 2丁 1-5
 TEL.072-233-6608　FAX.072-233-6608
●ケアプランセンター堺北
 〒 590-0936　堺市堺区宿屋町東 2丁 1-5
 TEL.072-229-9051　FAX.072-229-6506
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羽 曳 野 エ リ ア

●コープ診療所
 〒 583-0885　羽曳野市南恵我之荘 4-5-1
 TEL.072-938-6226　FAX.072-939-1859
●訪問看護ステーション きずな
 〒 583-0883　羽曳野市向野 2-15-14
 TEL.072-938-6425　FAX.072-938-6425
●ヘルパーステーション きずな
 〒 583-0883　羽曳野市向野 2-15-14
 TEL.072-938-6330　FAX.072-938-6329
●ケアプランセンター きずな
 〒 583-0883　羽曳野市向野 2-15-14
 TEL.072-939-1850　FAX.072-939-1808

コ
ロ
ナ
禍
で
色
々
な
組
合
員

活
動
が
中
止
に
な
っ
て
一
年
余

り
が
経
ち
ま
し
た
。
昨
年
秋
頃

に
は
や
っ
と
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着

い
て
き
て
、『
麻
雀
班
会
』
開

催
の
許
可
が
お
り
ま
し
た
。

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
久
し
ぶ

り
に
揃
い
、
み
ん
な
生
き
生
き

と
元
気
に
「
き
ず
な
会
館
」
に

通
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
す
ぐ
の

頃
は
、
感
染
対
策
の
た
め
に
マ

ス
ク
・
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を

着
け
、
手
荒
い
・
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
・
体
温
測
定
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
麻
雀
パ
イ
も
毎
回
、

役
員
さ
ん
手
づ
く
り
の
タ
オ
ル

袋
に
入
れ
て
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

を
し
、
元
の
ケ
ー
ス
に
収
め
て

い
ま
し
た
。
今
回
再
開
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
を
ま
た
実

践
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
広

め
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
医
療
生
協
か
ら

出
さ
れ
た
規
則
も
守
り
、
活
動

時
間
は
2
時
間
（
9
時
半
か
ら

11
時
半
ま
で
）
と
決
め
、
時
間

に
な
れ
ば
み
ん
な
で
片
づ
け
て

帰
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

2
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
名
残
り
惜
し

く
、
み
な
さ
ん
次
回
を
楽
し
み

に
帰
ら
れ
ま
す
。
ゲ
ー
ム
中
は
、

手
や
指
先
・
頭
も
常
に
使
う
た

め
、
最
高
の
脳
ト
レ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
老
化
防
止
、
認
知
症

予
防
に
は
最
適
の
活
動
だ
と
思

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
中
止
に

な
っ
て
少
し
し
た
頃
、
ど
こ
か

他
で
で
き
る
と
こ
ろ
は
な
い
か

と
探
し
て
、
や
っ
と
場
所
が
見

つ
か
り
、
歩
く
の
が
や
っ
と
の

メ
ン
バ
ー
が
一
生
懸
命
リ
ハ
ビ

リ
を
し
て
、
頑
張
っ
て
通
っ
て

い
ま
し
た
。
け
れ
ど
そ
の
会
場

も
2
カ
月
ほ
ど
で
使
え
な
く
な

り
、
み
ん
な
ガ
マ
ン
の
日
々
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

や
っ
と
今
回
、
再
開
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑

張
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
も
以
前

に
増
し
て
元
気
に
歩
い
て
、
生

き
生
き
と
通
っ
て
来
て
い
ま

す
。
他
の
メ
ン
バ
ー
も
毎
回
元

気
に
通
い
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

今
回
、『
麻
雀
班
会
』
が
再

開
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い

組
合
員
さ
ん
も
増
え
ま
し
た
。

現
組
合
員
さ
ん
は
、
増
資
に
協

力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
全
世
界
の
コ

ロ
ナ
禍
の
終
息
を
願
い
つ
つ
、

ず
っ
と
『
麻
雀
班
会
』
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
組
合
員
と
し
て

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

再開の喜びをかみしめて!『麻雀班会』再開の喜びをかみしめて!『麻雀班会』
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阪 南 エ リ ア

阪
南
エ
リ
ア
は
、
今
か
ら
30
年
前

の
１
９
９
２
年
に
「
岸
和
田
の
地
域

に
民
主
的
な
医
療
機
関
が
欲
し
い
」

と
地
域
の
人
び
と
の
想
い
が
運
動
を

起
こ
し
、
医
療
生
協
設
立
準
備
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

翌
年
１
９
９
３
年
５
月
に
『
阪
南

医
療
生
活
協
同
組
合
』
が
生
ま
れ
、

設
立
当
時
は
１
３
４
４
世
帯
の
組
合

員
数
で
、
出
資
金
１
４
０
０
万
円
を

組
合
員
の
み
な
さ
ん
で
出
し
合
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
診
療
所
建
設
に
大
奮
闘

し
、
同
年
８
月
に
ビ
ル
の
１
階
と
２

階
部
分
を
お
借
り
し
て
診
療
所
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
長
い
年
月
が
経
ち
、
大

阪
み
な
み
医
療
福
祉
生
協
と
し
て
組

織
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

阪
南
医
療
生
協
の
想
い
出
の
一
部

を
、
写
真
で
み
な
さ
ん
と
振
り
返
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

●阪南医療生協診療所
 〒 596-0004　岸和田市荒木町 2-2-18
 TEL.072-441-8881　FAX.072-441-8977
●訪問看護ステーション ひまわり
 〒 596-0004　岸和田市荒木町 2-2-18
 TEL.072-441-8910　FAX.072-441-3131
●デイサービス ひまわり
 〒 596-0004　岸和田市荒木町 2-2-18
 TEL.072-441-1781　FAX.072-441-0333
●デイサービス ひなた
 〒 596-0812　岸和田市大町 4-1-10
 TEL.072-441-3317　FAX.072-441-3327
●介護ネットワーク ひまわり
 〒 596-0004　岸和田市荒木町 2-2-18
 TEL.072-441-1664　FAX.072-441-2664

▲

 当日予約 窓口受付／ 8:30 ～ 12:00
  電話受付／ 9:00 ～ 11:30
 〈※ 1〉月曜日のアレルギー特診は当日予約は受け付けておりませんので、ご了承ください。

阪南医療生協診療所　診療のご案内　  （2021年5月1日から）
時　間 診察科目 月 火 水 木 金 土

午
　
前
9:00 ～
12:00

内　科 上田 矢野 矢野 上田 上田
中村（第4アスベスト）

小児科
アレルギー科 ─ ─ ─ ─ 眞鍋

第2　予防注射のみ
（変更あり）

午
後
15:00 ～
17:45

内　科
─ ─

─
─ ─ ─

小児科
アレルギー科 眞鍋

夜
　
　
間

17:30 ～
19:30

内　科 田中

─

山岡

─

西山

─小児科
アレルギー科

アレルギー特診
眞鍋 〈※1〉 ─ ─

整形外科 ─
第2・第4
河原林

当日予約専用電話　072-441-1585

▲阪南医療生協の 20年のあゆみ

阪南エリアの生い立ちをふりかえろう阪南エリアの生い立ちをふりかえろう
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阪
南
医
療
生
協
診
療
所
は
、
旧
阪

南
医
療
生
活
協
同
組
合
が
運
営
す
る

医
療
機
関
と
し
て
、
１
９
９
３
年
８

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
大
阪
民

医
連
の
診
療
所
で
は
比
較
的
新
し
い

診
療
所
で
す
。

「
阪
南
地
域
に
も
民
医
連
の
診
療
所

を
つ
く
り
た
い
」
と
情
熱
を
持
っ
た

人
び
と
が
中
心
と
な
り
、
１
９
９
２

年
４
月
に
診
療
所
開
設
準
備
室
を
開

設
、
地
域
や
岸
和
田
市
内
の
民
主
団

体
の
人
び
と
に
呼
び
か
け
、
地
域
訪

問
に
も
取
り
組
み
、
組
合
員
１
３
４

４
世
帯
、
出
資
金
１
４
０
０
万
円
を

集
め
て
翌
年
の
５
月
25
日
に
医
療
生

協
設
立
総
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

診
療
所
は
最
初
の
う
ち
は
、
葛
の

葉
ビ
ル
を
借
り
て
診
療
を
し
て
い
ま

し
た
が
、「
自
前
の
診
療
所
」「
施
設

拡
充
」
を
望
む
声
が
広
が
り
、
２
０

０
３
年
の
総
代
会
で
診
療
所
建
設
３

カ
年
計
画
を
決
定
し
、
２
年
後
に
１

億
円
増
資
を
達
成
し
て
、
２
０
０
５

年
７
月
に
念
願
の
新
診
療
所
開
設
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
築
18
年
と
老

朽
化
が
す
す
ん
で
き
て
お
り
、
診
察

室
・
処
置
室
・
女
子
ト
イ
レ
の
天
井

か
ら
順
番
に
水
漏
れ
が
発
生
し
、
患

者
さ
ん
・
組
合
員
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◆

阪
南
医
療
生
協
診
療
所
は
、
当
初

は
東
幹
雄
先
生
を
所
長
に
迎
え
、
保

険
診
療
の
ほ
か
健
康
診
断
に
も
力
を

入
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
０
０
年

８
月
か
ら
は
現
在
の
眞
鍋
穣
所
長
に

交
代
し
、
小
児
科
を
拡
充
し
ま
し
た
。

現
在
診
療
所
で
は
、
内
科
の
他
に

ア
レ
ル
ギ
ー
特
診
、
ア
ス
ベ
ス
ト
特

診
（
月
１
回
）・
整
形
外
科
（
月
２
回
）・

小
児
予
防
接
種
外
来
（
月
１
回
）
な

ど
特
色
あ
る
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
診
療
体
制
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
基
本
的
に
は
ど
の
時
間
も
予

約
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
突
発

的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
随
時
対
応
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
健
診
外
来
も
月
２
回

も
う
け
て
お
り
、
年
２
４
０
０
件
の

健
康
診
断
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

実
施
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
地
域

の
組
合
員
さ
ん
に
呼
ば
れ
て
「
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
や
班
会
に
も
参
加
し
、

健
康
相
談
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
毎
年
恒
例
だ
っ
た
「
健
康
祭
り
」

は
２
年
連
続
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着

き
、
開
催
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
、
組
合
員
の
み

な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
こ
こ
ま

で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
健
康

づ
く
り
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
さ

ら
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
お
力
添

え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲

人間の年齢にすると100歳！
元気の秘密は…よく寝て、食べ
て、適度な運動！（愛情もネ♥）
（荒樋智文さん　河内長野市）

写真を募集しております！
テーマはなし ! 被写体はなんでもOK！人物や風景、可
愛いらしい動物やペットなど、ほっこりする写真、びっ
くりする写真、思わずクスッとする写真、いろんな写真
を募集しております！写真のタイトルとセリフをひと言
（20字以内）書いてお送りください。
《毎月末締切》作品の送り先は 10ページをご覧ください。
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前
号
に
引
き
続
き
、
私
が
好

き
な
高
野
山
の
見
所
な
ど
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

壇
上
伽
藍

壇だ
ん
じ
ょ
う上
伽が

藍ら
ん

前
に
は
高
野
山
開

創
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
さ

れ
る
「
三さ

ん

鈷こ

の
松
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
大
き
な
松
の
木
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
三
鈷
の
松
の
周

辺
で
は
下
を
向
い
て
探
し
物
を

し
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
3
枚
葉
の
松
の
落
ち
葉
を

探
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
通
常
、

松
の
木
の
葉
は
2
つ
に
枝
分
か

れ
し
ま
す
が
、
と
き
ど
き
3
本

葉
も
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
っ
て
、

見
つ
け
た
ら
御
利
益
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
言
い
伝
え

に
よ
る
と
、
お
大
師
様
（
弘
法

大
師
空
海
）
が
唐
よ
り
帰
国
さ

れ
る
前
に
真
言
密
教
を
広
め
る

場
所
に
相
応
し
い
場
所
を
探
す

た
め
に
、
日
本
へ
向
け
て
三さ

ん

鈷こ

杵し
ょ

と
呼
ば
れ
る
仏
教
の
法
具
を

投
げ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
松
の
木

に
引
っ
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

以
来
、
こ
の
松
は
三
鈷
杵
と
同

じ
三
枚
葉
の
松
と
し
て
「
三
鈷

の
松
」
と
し
て
ま
つ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は

参
詣
者
の
方
々
が
、
願
い
が
か

な
う
縁
起
物
と
し
て
3
本
の
落

ち
葉
を
持
ち
帰
り
、
お
守
り
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

霊
宝
館

高
野
山
と
言
え
ば
二
大
聖
地

で
あ
る
「
奥
之
院
」
と
「
壇
上

伽
藍
」
に
訪
れ
る
方
は
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
霊れ

い

宝ほ
う

館か
ん

も
強
く

お
す
す
め
し
た
い
場
所
に
な
り

ま
す
。
霊
宝
館
は
、
高
野
山
が

所
蔵
し
て
い
る
仏
像
や
曼ま

ん

荼だ

羅ら

な
ど
の
仏
画
を
保
管
・
展
示
し

て
い
る
博
物
館
に
な
り
ま
す
。

敷
地
内
に
は
石し

ゃ
く
な
げ

楠
花
の
木
も
多

く
、
花
が
咲
く
5
月
に
訪
れ
る

の
も
良
さ
そ
う
で
す
。

高
野
山
霊
宝
館
で
は
昨
年
、

開
館
１
０
０
周
年
記
念
と
し
て

「
高
野
山
の
名
宝
展
」
が
開
催
さ

れ
て
い
た
た
め
、
弘
法
大
師
自

筆
の
国
宝
「
聾ろ

う

瞽こ

指し

帰い
き

」
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
聾
瞽

指
帰
は
儒
教
・
道
教
・
仏
教
の

教
え
の
優
越
を
、
3
人
の
架
空

の
人
物
に
よ
っ
て
戯
曲
風
に
仕

立
て
て
、
3
つ
の
宗
教
の
中
で

仏
教
が
最
も
優
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
表
し
た
お
大
師
様
24

歳
（
西
暦
７
９
７
年
）
の
と
き

の
著
作
に
な
り
ま
す
。

「
聾
瞽
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

仏
教
の
教
え
を
見
よ
う
と
も
聞

こ
う
と
も
し
な
い

者
（
あ
く
ま
で
比

喩
的
な
表
現
）
に

対
し
て
教
え
を
説

く
も
の
で
、
出
家

を
反
対
す
る
親
族

に
対
す
る
出
家
宣

言
の
書
で
す
。
私

は
初
め
て
こ
の
お

大
師
様
直
筆
の
聾

瞽
指
帰
を
見
た
と
き
、
そ
の
達

筆
さ
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
１
２
２
４
年
前
に
書
か

れ
た
と
い
う
そ
の
筆
の
力
強
さ

と
一
切
の
迷
い
の
な
い
筆
使
い

か
ら
、
出
家
に
対
す
る
強
い
信

念
を
感
じ
て
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。

　
　

  

高
野
山
グ
ル
メ

高
野
山
は
グ
ル
メ
な
町
で
も

あ
り
ま
す
。
私
が
特
に
好
き
な

の
は
、「
つ
く
も
食
堂
」
の
釜
め

し
（
秋
は
地
元
産
松
茸
の
釜
め

し
あ
り
）、「
天
宏
」
の
十
割
そ

ば
と
天
ぷ
ら
、「
小
倉
屋
」
の
笹

す
し
な
ど
で
す
が
、
高
野
山
で

ぜ
ひ
、
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い

の
が
精
進
料
理
に
な
り
ま
す
。

精
進
料
理
と
は
、
仏
教
の
殺
生

を
避
け
る
考
え
に
基
づ
い
て
つ

く
ら
れ
る
食
事
の
こ
と
で
す
。

五
色
（
赤
・
青
・
黒
・
黄
・
白
）

を
意
識
し
て
つ
く
ら
れ
る
精
進

料
理
は
、
見
た
目
に
も
大
変
き

れ
い
で
、
四
季
折
々
の
食
材
そ

の
も
の
を
い
か
し
た
味
付
け
で
、

毎
日
食
べ
た
い
と
思
う
ぐ
ら
い

美
味
し
い
も
の
で
す
。

◆

以
上
で
す
。
皆
様
が
今
後
、

高
野
山
に
行
か
れ
る
際
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。な

お
、
今
回
で
私
が
『
く
ら

し
と
医
療
』
の
原
稿
を
書
か
せ

て
い
た
だ
く
の
は
最
後
に
な
り

ま
す
。
今
ま
で
読
ん
で
い
た
だ

い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

後
編

お
ま
け

『『

』』

●
耳
原
歯
科
診
療
所
歯
科
医
師
　
永
井　

弘
真

▲壇上伽藍の紅葉

▲奥の院の紅葉
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◆
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
い
う
こ
と

が
言
わ
れ
始
め
て
か
ら
ど
れ
く

ら
い
の
年
月
が
過
ぎ
た
だ
ろ
う

か
？
家
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
は
「
夫
が
何
も
し
な
い
」
と
ぐ

ち
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
今
や

L
G
B
T
Q
が
何
た
る
か
ま
で
広

く
若
い
人
た
ち
の
中
に
広
が
っ
て

き
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
高

齢
者
の
方
で
「
同
性
婚
は
認
め
ら

れ
な
い
」
と
言
わ
れ
る
方
に
出
合

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
考
え
方
も

あ
る
の
も
認
め
合
い
学
習
を
深
め

つ
つ
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
で
も
、
日
本
は
世
界

で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
数
が
1
2
0

位
と
い
う
の
も
事
実
で
す
ね
。

（
大
阪
狭
山
市　

丸
山
光
子
さ
ん
）

◆
近
く
の
農
家
で
わ
け
て
も
ら
っ

た
渋
柿
で
、
今
年
も
つ
る
し
柿
を

つ
く
り
ま
し
た
。
つ
る
し
た
柿
が

朝
日
を
浴
び
て
き
れ
い
な
橙
色
に

輝
い
て
い
ま
す
。
と
き
ど
き
手
で

も
ん
で
、
甘
く
な
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

（
富
田
林
市　

馬
場
義
信
さ
ん
）

◆
バ
ラ
マ
キ
の
コ
ロ
ナ
対
策
よ
り

も
最
も
必
要
な
こ
と
は
、
長
期
的

な
こ
と
を
考
え
た
政
策
で
、
も
っ

と
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

（
岸
和
田
市　

吉
村
達
也
さ
ん
）

◆
総
選
挙
の
結
果
は
、
私
た
ち
の

願
い
と
少
し
逆
の
結
果
で
残
念
で

し
た
が
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

と
「
環
境
問
題
」
は
緊
急
の
課
題

で
す
。

（
堺
市
南
区　

久
松
正
昭
さ
ん
）

◆
あ
ん
な
に
莫
大
な
費
用
、
過
大

な
負
担
を
課
せ
ら
れ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
。
医
療
を
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
た
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
。
闇
の
中
で
の
資

金
の
流
れ
。
党
内
の
思
惑
で
動
い

た
岸
田
内
閣
、
そ
し
て
衆
議
院
選

挙
。
不
本
意
な
苦
境
に
立
た
さ
れ

な
が
ら
な
ぜ
、
自
民
党
が
単
独
過

半
数
を
割
ら
な
か
っ
た
の
か
？

（
大
阪
狭
山
市　

天
野
勝
己
さ
ん
）

◆「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
と
い

う
言
葉
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

最
近
、
食
事
中
に
む
せ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
気
を
つ
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
堺
市
美
原
区　

西
岡
清
美
さ
ん
）

◆
初
め
て
高
野
山
の
紅
葉
を
見
て

き
ま
し
た
。
赤
・
オ
レ
ン
ジ
・
黄
・

緑
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
鮮
や
か

で
、
き
れ
い
す
ぎ
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
平
地
と
は
ス
ケ
ー
ル
が

違
い
ま
し
た
。

（
堺
市
美
原
区　

太
田
ひ
ろ
み
さ
ん
）

◆「
大
阪
ぶ
ら
り
」
の
コ
ー
ナ
ー

を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
竹

内
街
道
、
高
野
街
道
を
よ
く
歩
き

ま
す
。
ま
た
、
4
年
続
け
て
「
原

水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
」
で

紀
州
街
道
の
一
部
を
通
り
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
も
い
つ
ま
で
も
歩

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
松
原
市　

安
部
治
さ
ん
）

◆
羽
曳
野
エ
リ
ア
東
支
部
の
園
芸

班
会
の
「
正
月
・
春
用
寄
せ
植
の

会
」
が
昨
年
11
月
22
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
年
2
回
の
催
し
で
す
が
、

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
羽
曳
野
市　

大
森
茂
美
さ
ん
）

ハガキ・封書の送り先
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◆「
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
！
」
の
記
事
、
身
近
な
人
に
乳

が
ん
に
か
か
っ
た
人
が
い
た
の

で
、
友
だ
ち
と
誘
い
合
わ
せ
て
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
を
し
て
も

ら
っ
て
き
ま
し
た
。
幸
い
一
緒

に
受
け
た
5
人
と
も
異
常
な
し
。

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

（
大
阪
狭
山
市　

清
水
小
枝
子
さ
ん
）

◆
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
毎
回
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
20
歳

と
24
歳
の
子
ど
も
が
挑
戦
し
ま
し

た
。
先
月
の
衆
院
選
も
2
人
で
初

め
て
投
票
に
行
っ
て
ま
し
た
。
今

後
も
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
堺
市
堺
区　

後
藤
清
美
さ
ん
）

◆
い
つ
も
『
く
ら
し
と
医
療
』
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
医

療
の
問
題
、
地
域
の
取
り
組
み
、

診
療
所
か
ら
の
た
よ
り
、
コ
ロ

ナ
の
中
で
の
色
々
な
取
り
組
み
が

い
っ
ぱ
い
。
頭
の
体
操
の
パ
ズ
ル

も
大
好
き
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
次
号
も
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

（
大
阪
狭
山
市　

亰お
お

守も
り

和
子
さ
ん
）

●「組合員さんの声」への投稿は 150字以内でお願いします。●紙面の都合上、いただいたお声の全てを掲載できません。ご理解くださいますようお願いいたします。
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（ジェンダー平等）

11 月号の当選者と答え

山口純子さん、呉本由香さん、杉岡能彦

さん、岡田満千代さん、森本尚生さん、

田中俊一さん、小庄かなえさん、小橋夏

子さん、西川和希さん、吉岡ヒロシさん、

作治和美さん、津守智香子さん、垂井寛

さん、安武紀子さん、後藤清美さん

●応募総数…77通　●正解者数…77名

解　

答

A B C D E F

G H I J K L

第
55
回
理
事
会
は
、
２
０
２
１
年
10
月
26
日

（
火
）
18
時
〜
20
時
ま
で
北
野
田
診
療
所
3
階

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
会
開
催
に

あ
た
り
議
長
の
選
出
を
行
い
、
和
田
常
務
理
事

が
選
出
さ
れ
、
中
村
理
事
長
が
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

前
回
理
事
会
議
事
録
を
確
認
し
ま
し
た
。
今

口
専
務
よ
り
、
民
医
連
関
係
発
信
資
料
に
つ
い

て
と
民
医
連
統
一
会
計
基
準
推
進
士
の
受
講
状

況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
第
15
報
が
提
案

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
で
は
今
口
専
務
よ
り
、
9
月
の
経

営
概
況
及
び
各
エ
リ
ア
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
、
次
に
各
エ
リ
ア
担
当
者
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。「
狭
山
ゆ
る
ー
り
」
の
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
、
北
野
田
エ
リ
ア
の
管
理
会
議

で
専
務
出
席
の
も
と
検
討
を
継
続
し
て
い
る
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
和
田
監
事
よ
り
、
別
紙
に

基
づ
き
中
間
監
査
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
各
エ

リ
ア
担
当
か
ら
経
営
状
況
、
コ
ロ
ナ
関
連
、
無

定
診
組
合
員
活
動
等
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
労
務
関
係
に
つ
い
て
今
口
専
務
よ
り
、

狭
山
み
ん
な
の
診
療
所
で
運
転
手
1
名
を
採
用

し
た
こ
と
、
常
勤
事
務
の
異
動
進
捗
状
況
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
労
組
と
の
定
期
協
議

に
つ
い
て
、
一
時
金
及
び
諸
要
求
の
回
答
に
つ

い
て
次
回
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
白
ナ
ン
バ
ー
の
営
業
車
の
ア
ル
コ
ー
ル
検

査
義
務
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。討

議
・
承
認
事
項
で
は
、
設
備
投
資
に
つ
い

て
今
口
専
務
よ
り
、
阪
南
エ
リ
ア
の
診
療
所
の

天
井
か
ら
の
水
漏
れ
と
、
給
湯
配
管
の
継
手
部

分
の
複
数
個
所
か
ら
漏
水
が
あ
り
修
理
中
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
北
野
田
エ
リ
ア

の
介
護
ソ
フ
ト
の
更
新
（
３
６
１
万
円
／
月
7

万
１
５
０
０
円
）
と
パ
ソ
コ
ン
の
入
れ
替
え

（
38
万
５
０
０
０
円
／
月
６
９
３
０
円
）、
堺
エ

リ
ア
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
修
理
及
び
保
守
加
入

（
42
万
９
０
０
０
円
+
保
守
／
月
5
万
５
０
０

０
円
）、
阪
南
エ
リ
ア
の
ケ
ア
マ
ネ
の
車
両
入

れ
替
え
、（
１
３
３
万
３
２
０
０
円
／
月
2
万

２
２
２
０
円
）
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

別
紙
に
基
づ
き
決
済
規
程
の
改
定
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
年
末
年
始
の
割

増
に
つ
い
て
、
現
行
は
法
定
休
日
（
日
曜
日
）

以
外
の
割
増
は
な
い
が
、「
に
じ
の
さ
と
」
と

の
整
合
性
も
あ
る
た
め
、
12
月
30
日
か
ら
1
月

4
日
の
出
勤
に
つ
い
て
は
、
1
3
5
％
の
割
増

対
象
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。北

村
常
務
よ
り
、
別
紙
に
基
づ
き
組
合
員
活

動
と
強
化
月
間
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
各
エ
リ

ア
の
理
事
よ
り
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
会
議
日
程
を
確
認
し
、
全
て
の
議
事

が
終
了
し
た
の
で
、
理
事
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

第
56
回
理
事
会
は
、
２
０
２
１
年
11
月
30
日

（
火
）
8
時
〜
20
時
ま
で
北
野
田
診
療
所
3
階

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
会
開
催
に

あ
た
り
議
長
の
選
出
を
行
い
、
和
田
常
務
理
事

が
選
出
さ
れ
、
中
村
理
事
長
が
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

前
回
理
事
会
議
事
録
を
確
認
し
ま
し
た
。
今

口
専
務
よ
り
、
民
医
連
関
係
発
信
資
料
に
つ
い

て
と
民
医
連
統
一
会
計
基
準
推
進
士
の
受
講
状

況
及
び
生
協
関
係
3
団
体
か
ら
血
圧
計
の
寄
贈

が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
他
法
人
の

通
達
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
状

況
を
見
な
が
ら
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。人

事
、
労
務
関
係
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
教
育
関
係
に
つ
い
て
、「
評
議
委
員
会
学

習
会
」「
事
務
事
例
集
会
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
学

習
会
」
を
行
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
労

組
と
の
定
期
協
議
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
無
資
格
の
介
護
職
員
な
ど
に
対
す
る
初
任

者
研
修
等
の
受
講
料
補
助
規
程
に
つ
い
て
、
12

月
理
事
会
で
提
案
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
電

子
帳
簿
保
存
法
改
定
の
対
応
に
つ
い
て
規
定
を

作
成
し
、
12
月
理
事
会
で
提
案
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

設
備
投
資
に
つ
い
て
今
口
専
務
よ
り
、
堺
エ

リ
ア
の
誘
導
灯
の
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
（
10
万
５

６
０
０
円
）
羽
曳
野
エ
リ
ア
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
パ
ソ
コ
ン
3
台
入
れ
替
え
（
47
万

円
）、
阪
南
エ
リ
ア
給
湯
配
管
の
漏
水
修
理
（
34

万
円
）
に
つ
い
て
専
務
室
会
議
で
決
済
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
口
専
務
よ
り
、
10
月
の
経
営
概
況
及
び
各

エ
リ
ア
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
、
次

に
各
エ
リ
ア
担
当
者
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

北
村
常
務
よ
り
、
組
合
員
活
動
と
社
保
関
係
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

討
議
・
承
認
事
項
で
は
総
代
会
の
準
備
に
つ

い
て
、
第
6
回
通
常
総
代
会
を
２
０
２
２
年
6

月
26
（
日
）
堺
市
立
東
文
化
会
館
で
開
催
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
12
月
か
ら
1
月
に
か
け
て

各
エ
リ
ア
委
員
会
で
エ
リ
ア
総
括
及
び
方
針
の

討
議
及
び
次
年
度
予
算
に
つ
い
て
1
月
理
事
会

に
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

強
化
月
間
の
経
験
交
流
と
締
め
く
く
り
月
間

に
向
け
、
各
エ
リ
ア
の
取
り
組
み
状
況
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
土
井
監
事
よ
り
、
同
仁
会
の
新

春
集
会
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
口
専

務
よ
り
、
新
春
の
つ
ど
い
の
開
催
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
会
議
日
程
を
確
認
し
、
全
て
の
議
事

が
終
了
し
た
の
で
、
理
事
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

理  

事  

会  

通  

信

タ
テ
の
キ
ー

①
元
気
溢
れ
気
持
ち
が
よ
い
。

気
分
―
―

②
神
社
で
祭
事
を
す
る
神
職

③
警
察
官
に
「
―
―
ま
で
ご
同
行

を
」
と
言
わ
れ
た

④
無
能
の
対

⑤
―
―
が
可
愛
く
さ
え
ず
る

⑦
あ
る
宗
教
を
信
仰
す
る
人

⑨
ハ
ン
コ

⑪
夕
方
の
景
色
や
色
あ
い

⑭
目
的
地
、
前
途

⑯
平
均
株
価
が
3
万
円
の 

 

―
―
に
乗
る

⑱
傷
害
事
件
の
―
―
を
捜
す

⑲
習
う
こ
と
、
練
習
。
お
す
す
め

の
お
―
―
ご
と
は
茶
道

㉑
―
―
ゾ
ウ
は
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
の
中

で
も
分
布
域
が
広
い

㉓
す
っ
か
り
―
―
投
合
し
た

ヨ
コ
の
キ
ー

①
歌
を
英
語
で
言
う
と

③
商
品
等
を
倉
庫
か
ら
出
す

⑥
鵜
飼
い
を
職
と
す
る
人

⑧
―
―
二
十
面
相

⑩
旗
や
―
―
を
立
て
て
歓
迎

⑫
―
―
を
巧
み
に
踏
ん
だ
詩

⑬
軽
視
の
対

⑮
地
域
や
仲
間
の
有
力
者

⑰
台
風
の
―
―
で
波
が
高
い

⑲
独
裁
者
を
―
―
す
る

⑳
同
輩
や
後
輩
の
妻
、
ま
た
は

自
分
の
妻

㉒
買
手
が
売
手
に
支
払
う
金

㉔
県
を
ま
た
い
だ
―
―
捜
査

㉕
土
木
と
建
築

応
募
方
法

答
え
は
ハ
ガ
キ
に
記
入
の
上
、

〒
5
9
9
―
8
1
2
4

堺
市
東
区
南
野
田
1
2
7

大
阪
み
な
み
医
療
福
祉
生
協
・

組
合
員
活
動
部
ま
で
、
ひ
と
こ
と

添
え
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

15
名
の
方
に
Ｑク

オ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◆
締
切
は
2
月
28
日〈
消
印
有
効
〉

ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル
カ
ギ
を
解
き
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
す
か
？
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あなたの『健康料理』を教えてください! 採用者には『QUO（クオ）カード』をプレゼント !
レシピに写真を添えてお送りください。送り先は10ページをご覧ください。

ウ チ の 自 慢 の 健 康 料 理

①aはボールに入れて粘りが出るまで練り、10～ 12個に丸める。
②白菜は耐熱ボールに入れてふんわりとラップをかけ、電子レンジ（600W）
で 3分加熱する。あら熱がとれたら 1枚ずつ広げ、軸の方からくるりと
ひと巻きし、葉の片方を内側に折って、最後までくるくるとしっかり巻く。
残った片方の葉の部分を内側に指で押し込む。ぎんなんは 3粒ずつ、つ
まようじに刺す。さやえんどうは筋を除いて斜め半分に切る。
③ねぎは白髪ねぎにして水に 3～ 4分さらし、キッチン
ペーパーに包んで絞るようにして水けをとる。
④なべにbを煮立てて①を入れ、再び煮立ったらアクを除
く。②とヤングコーンを入れて 4～ 5分煮、さやえん
どうを加えてひと煮する。器にもって③をのせる。

名
刹
と
街
道
と
寺
内
町

茨
木
市
の
名
刹
、
総そ

う

持じ

寺じ

か
ら

道さ
い
の祖
本も

と

街
道
を
経
て
、
寺じ

内な
い

町ま
ち

（
寺

院
を
中
心
と
し
た
自
治
集
落
）
だ
っ

た
高
槻
市
富と

ん

田だ

町ち
ょ
う

へ
と
散
策
す
る
。

Ｊ
Ｒ
ま
た
は
阪
急
の
京
都
線
総
持

寺
駅
か
ら
総
持
寺
へ
。
南
側
の
山
門

（
仁
王
門
）
は
見
上
げ
る
よ
う
な
高

さ
。
高
野
山
真
言
宗
の
寺
で
、
西
国

二
十
二
番
札
所
。
創
建
は
平
安
時
代

の
中
納
言
藤
原
山や

ま

蔭か
げ

卿
と
伝
わ
る
。

山
蔭
卿
は
宮
中
料
理
の
作
法
を
大
成

し
た
こ
と
か
ら
、
包
丁
道
の
祖
と
さ

れ
て
い
る
。
山
蔭
卿
を
祀
る
開
山
堂

で
毎
年
4
月
18
日
、
山
蔭
流
包
丁
式

が
行
わ
れ
る
。

北
側
の
裏
門
前
に
道
祖
本
街
道
が

東
西
に
走
る
。
道
祖
本
街
道
は
芥
川

の
次
郎
四
郎
橋
か
ら
総
持
寺
を
経
て

箕
面
の
勝
尾
寺
街
道
に
至
る
、
古
く

か
ら
の
道
。
街
道
を
東
進
し
、
阪
急

京
都
線
の
踏
切
を
渡
っ
た
ら
街
道
と

別
れ
南
へ
。
昭
和
台
町
1
丁
目
の
信

号
で
左
折
し
、
府
道
１
３
３
号
線
を

渡
る
。
府
道
沿
い
に
、
富
田
町
で
生

ま
れ
育
っ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
、
大
宅
壮
一
（
１
９
０
０
〜
70
）

の
顕け

ん
し
ょ
う彰
碑ひ

が
立
つ
。

富
田
台
地
に
広
が
る
富
田
町
は
室

町
期
、
教
行
寺
を
中
心
に
一
向
宗
の

寺
内
町
と
し
て
発
展
。
江
戸
期
に
は

本
照
寺
が
「
富
田
御
坊
」
と
な
り
隆

盛
。
普ふ

門も
ん

寺じ

、
清
蓮
寺
も
名
刹
。

江
戸
前
期
に
は
酒
造
り
も
盛
ん

で
、
阿
武
山
山
系
の
伏
流
水
を
利
用

し
た
酒
は
名
声
を
博
し
た
。
現
在
2

軒
の
酒
造
家
が
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
る
。

＊日本医療福祉生活協同組合連合会発行 「減塩でもおいしい野菜のレシピ」より

●豚ひき肉……………… 200g
●ねぎのみじん切り1/2本分（50g）
●しょうがの搾り汁… 小さじ1
●塩………………… 小さじ1/4
●酒………………… 大さじ1/2

aa

●白菜……… 小さめの葉4～ 5枚
●ぎんなん（水煮）…… 18～ 21粒

●ヤングコーン……………… 6本
●さやえんどう………… 7～ 8枚
●ねぎ………………1/2本分（50g）
●水……………… 2・1/2カップ
●顆粒鶏がらだし・塩 各小さじ1/3
●酒…………………… 大さじ1
●ごま油・こしょう ……各少量

bb

材
料
（
４
人
分
）

▲大宅壮一の顕彰碑　大宅がこよなく愛した
言葉「美しいバラの花は野茨の根の上に咲く」
の直筆を刻む

▲壽酒造　1822年創醸。銘柄名は國乃長

▲普門寺　柿葺屋根の方丈（本堂）は室町期
築で国の重要文化財。江戸初期の枯山水の庭
を含め境内のほぼ全域が国の名勝。

▲総持寺　開山堂と山門横の道
祖本街道の道標

▲本堂（右）と薬師金堂と庭園

▲本照寺の山門

大
阪ぶ
ら
り

総
持
寺
〜
富
田

総
持
寺
〜
富
田


